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坂丈緒訳『ローランの歌』における造語・既存の語
の応用について 1

黒　岩　　　卓

　中世フランスの代表的叙事詩『ローランの歌』の初の日本語訳は、坂丈緒に
よって成し遂げられ、『ロオランの歌：回教戦争』のタイトルの下 1941 年にア
ルスより出版された（以下「アルス版」とする）2。この翻訳は、古フランス語
や中期フランス語の原文から一つの纏まった作品を日本語に訳し、それを独立
させて出版した例としては、最初期のものであることは間違いがない 3。した
がってこの訳書は日本における中世フランス文学の受容において重要な位置を
占めている。その一方で、この訳書が長らく半ば忘れられた存在になっていた
ことにも注目しなければならない 4。そこにはさまざまな理由が考えられるが、

1  本稿は JSPS 科研費 20K00515 の助成を受けている。
2  『ロオランの歌：回教戦争』坂丈緒訳（世界戦争文学全集 6）、アルス、1941。な
おこのタイトルも含め、本稿の本文・脚注で引用する書名や文章に現れる漢字は
現代風のものを用いている。またルビについても省略する。なお、坂訳以前の翻
案（かなり正確に筋をおったもの）として井上勇、昇曙夢編 『神話傳説大系　第
九卷　佛蘭西・露西亞篇』、東京、近代社、1928 に収録されたものがある。

3  座談会「フランス中世文学と日本」（『流域』、57 （2005/2006））における松原秀一
の発言を参照（pp. 56-57）。これより先に佐藤輝夫によるヴィヨンの訳が出版さ
れている（フランソワ・ヴィヨン『大遺言書』佐藤輝夫訳、弘文堂、世界文庫、
1940）。

4  代表的なアンソロジーである『フランス中世文学集』（白水社、全四巻、1990-
1996）の第 3 巻および第 4 巻、また入門書である『フランス中世文学を学ぶ人
のために』（原野昇編、世界思想社、2007）に掲載された書誌でも、この坂訳に
ついては触れられてない。本稿の筆者はこれまでに様々な面からこの訳書の分
析を行っている（直近のものでは Kuroiwa Taku, “The Ideological and Human 
Background of The Song of Roland: Islamic W ar: Regarding the References 
about Islamic Civilization", YONAOSHI. V isions of a Better W orld, edited by 
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このアルス版が日本の戦争プロパガンダの枠組みのなかで発表され、それゆえ
に戦後の日本社会にはそぐわないものとなったことが大きいと思われる。

戦前の文化エリートの家庭に生まれ、青年期にはフランスで文献学を学んだ
坂丈緒は、日本における中世フランス文学の先駆的紹介者としてさまざまな注
目すべき仕事を残している 5。さらに坂による『ローランの歌』の日本語訳は
戦後になって河出書房版『世界文学全集』にも収録されている（1952 年刊。
以下「河出書房版」とする 6）。アルス版の出版から佐藤輝夫訳（1962 年）そ
して有永弘人訳（1965 年）が出版されるまでの約 20 年間、坂訳は唯一の原文
からの邦訳だったのである 7。とりわけ戦後には『ローランの歌』の児童向け
翻案が多数出版されているが、坂訳がそれらの典拠（少なくとも主要なものの
一つ）となっていた可能性もある。

このように坂丈緒による『ローランの歌』の二種の日本語訳はさまざまな視点
からの分析が可能だが、本稿で筆者は「中世フランスを表現するための日本語の
創造」という観点からの分析を行いたい。後に引用するように、このことを訳出
にあたって苦心したポイントとして坂自らが挙げているからである 8。狭くは坂
丈緒という仏文学者、広くは近代日本の翻訳者たちが、西洋中世の文物を日本
語の世界に採り入れる際に払った苦心が、これら訳語の分析から透けて見える

    Christopher Craig, Enrico Fongaro, Luca Milasi and James Tink, Mimesis 
International, 2022, pp. 47-64 がある）。筆者以前には原野昇による紹介がある
（Harano Noboru, « Historique de l’étude des chansons de geste françaises au 
Japon », Mélanges de langue et de littérature du Moyen Âge offerts à Teruo Sato, 
professeur honoraires aux Universités Waseda et Meisei, par ses amis et ses collègues, 
Tokyo, Comité de Publication des Mélanges Sato II, 1993, pp. 11-17 および原野昇
「異文化接触としての『ロランの歌』」、同『フランス中世の文学』所収、広島大
学出版会、2005、pp. 165-204）。

5  坂はすでに1930年に同人誌『竹』で、中期フランス語による原文の読解に基づい
たヴィヨンの紹介を行っている（阪丈緒「去にしへの雪」、『竹』2 月号、1930、
pp. 3-7）。

6  『ロオランの歌』坂丈緒訳、『世界文学全集　古典篇　中世叙事詩篇』所収、河出
書房、1952。

7  なお佐藤輝夫はこの間に『ローランの歌』の児童向け翻案を出版している（『ロ
ーランの歌』、『世界少年少女文学全集』2（中世編）所収、創元社、1954、pp. 71-
121）。
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だろう。本稿ではまず坂訳における造語や既存の語の応用を検討し、どのよう
にこれらの語が形成されまた用いられているかを明らかにする。その後アルス
版と河出書房版の訳文を比較し、敗戦を境として訳文にどのような変化があっ
たのかを明らかにする。最後に坂による造語および既存の語の応用が、どの程
度まで佐藤輝夫と有永弘人による日本語訳に継承されたのかを検討する。

I　坂丈緒訳『ロオランの歌：回教戦争』における造語・既存の語の応用
先に示したように、坂による『ロオランの歌：回教戦争』は中世フランス文

学の先駆的な翻訳であった。これはとりもなおさず先例が少なかったというこ
とでもあり、以下の引用に見られるように、坂は訳出にあたって相当な苦心を
したようだ。

訳文が多少擬古的になり過ぎた嫌ひがあるが、それは一つには古代仏蘭
　　 西語で書かれたこの古い物語の調子に引摺られたせゐであり、一つには

又、語感の新し過ぎる言葉は、如何に翻訳と雖も避けたかったので、何れ
の時代にも存在しなかつたやうな、かヽる奇妙な文体が出来上がった次第
である。武具、馬具を初め服装や風俗を示す単語は、出来るだけそれに近
い物を示す和名を用ひ、又さう云ふ物の名所の全く日本に存在しない物に
は、訳者が適当と考へた和名を発明するより外なかつた。これは何れにし
ても一種の符牒に過ぎないから、それ等が実際何んなものであつたかは、
別項の説明と図版によつて出来るだけ明かにして置いた積りである。9

この引用から伺えるのは、ある種の「古さ」を漂わせつつしかも統一感を失
わない訳文を作ろうと坂が苦心したこと、それと同時に日本に存在しなかった

8  ラテン語や古フランス語、中期フランス語のテクストをどのような日本語を用いて
訳すべきかという問題に、坂は強い関心をもっていた。彼が行った他の翻訳の序文
でもこの問題についての思考が伺える（ガストン・バティ『演劇の本質』坂丈緒
訳、白水社、1942、pp. 13-14）。また訳文になされた多大な配慮は『ロオランの
歌：回教戦争』の「売り」にもなっていた。アルスより出版された『独逸海軍』
の末尾の広告では「訳文流麗、一脈古調を湛へて絢爛無比」との文言が見られる
（小島秀雄・塚田収著『独逸海軍』（ナチス叢書）、アルス、1941 を参照）。

9  『ロオランの歌：回教戦争』（アルス版）、前掲書、p. 3 を参照。
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文物については造語などを行わざるを得ず、結果として文体上の混淆が避けら
れなかったということである。彼は自らの試みの結果を「何れの時代にも存在
しなかつたやうな、かヽる奇妙な文体」としているが、古フランス語で書かれ
た武勲詩を二十世紀のしかも「古さ」を感じさせうる日本語に移し替えるとい
うこの試みにおいて、ある種の「奇妙」さが生じるのは避けがたかったと思わ
れる。

では坂は具体的にどのような造語や既存の語の応用を行ったのだろうか。坂
自身がみずから格別の注意を払った例として解説で挙げているのは「礼鎧」、
「鎖鎧」、「鎖頭巾」、「臍」、「襖」、そして「臣将」である 10。実際にこれらの
語は、出版当時の最大級の国語辞典であった『修訂版・大日本国語辞典』には
見いだされないか、収録されていたとしても『ロオランの歌：回教戦争』での
用法は定義に含まれていない 11。以下、一つ一つを検討する 12。

礼鎧
これは坂が原文の bronie の訳語としてあてているもので、現代の最大級の

仏和辞典である『小学館ロベール仏和大辞典』では「（9 ～ 13 世紀にかけて用
いられた）鎖鎧（くさりよろい）、鎖かたびら」という訳がなされている 13。
今日の代表的な国語辞典である『日本国語大辞典』第２版 14 にもこの語には独
立した項目は存在していない。坂自身は「［…］シャルル王朝時代、即ち九世
紀から十世紀頃の武人は、一様に、丈夫な布、或は革の上に、金属の板で作つ
た礼（さね）を鱗の様に縫ひ付けた鎧を着てゐた。［…］しかしこの鎧は下の
方から切り込まれた場合には甚だ危険なので、十一世紀には金物の小さい輪を
並べて布か革に縫ひ付けるとか、［…］或は厚い革の細紐を縦横に編んで、これ
を金属の丈夫な鋲で下地の布に固定したもの［…］などが用ひられて居たらし
く、これ等はすべて、訳文中には礼鎧と訳して置いた［…］」15 としている。他
方で坂は「鎧の礼」という語もbronieの訳語として用いている（242レッス16）。

10  同上、pp. 221-226 を参照。
11  上田萬年・松井簡治『修訂版・大日本国語辞典』、冨山房、1939-1941、全 5 巻。
12  訳文中の出現箇所については論文末尾の表１を参照。
13  『小学館ロベール仏和大辞典』（小学館、1988）、broigne の項を参照。
14  『日本国語大辞典』第二版、小学館、13 巻＋別巻、2000-2002。
15  『ロオランの歌：回教戦争』（アルス版）、前掲書、p. 222。
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鎖鎧
坂は原文のosbercにこの「鎖鎧」をあてている。『修訂版・大日本国語辞典』

ではこの語は「鎖鎧」は「くさりのよろい」という読み方で、かつ馬が用い
るものとして収録されている 17。坂自身も「鎖鎧という言葉は、和名では馬の
武装にしか無いが、訳文中では、勿論人間の着るこの種の物具の事である」18

と断っている 19。この語についても『日本国語大辞典』第２版には独立した項
目がない。現代フランス語では haubert という綴りになるが、現代日本の辞書
では「（カロリング朝末期から使われた、袖（そで）や頭巾（ずきん）の付い
た）長い鎖帷子（かたびら）」とされている 20。なお、坂は原文の brunie にも
この訳語をあてている（215 レッス）。

鎖頭巾
坂自身は頭を守る種々の防具を示す複数の語（ventaille, cors, capelers）に

この「鎖頭巾」をあてている。彼は「［…］兜の下には鎖で編んだ防寒帽の様
な形の頭巾を被つて顔の下半分を掩ひ、これが肩から胸にまで垂れ、その縁を
革紐（緒）で鎧に結び付けてあつた。（鎖頭巾と訳し、第五図及び第八図の中
央の武士などに見られる。［…］）」としている 21。『修訂版・大日本国語辞典』
にはこの語は収録されていないが、『日本国語大辞典』第 2 版には 1679 年の用
例が収録されている 22。

臍
この語は原文の boucle に対応している語である。この語は坂の造語ではな

16  「レッス」とは『ローランの歌』における詩節の単位のことである。同一レッス
のなかでは詩行末尾が同じ母音で統一されている。

17  『修訂版・大日本国語辞典』、前掲書、第 2 巻、p. 238。
18  『ロオランの歌：回教戦争』（アルス版）、前掲書、p. 222。
19  他方、坂以前にも「鎖鎧」については、吉江喬松が「鎖子鎧」の語を「くさりよろ
ひ」の読みかたの下に用いている（吉江喬松「仏蘭西文学概観（1）」、『世界文学講
座　5 仏蘭西文学篇　上』所収、1929、新潮社、p. 37）。

20  『小学館ロベール仏和大辞典』、前掲書を参照。
21  『ロオランの歌：回教戦争』（アルス版）、前掲書、pp. 222-223。
22  『日本国語大辞典』第 2 版、前掲書、第 4 巻、p. 817。



66

327

6

いが、『修訂版・大日本国語辞典』には武具としての用例は見られない。坂自
身は「［…］そして其の［＝盾の］中央の邊には鍾乳状に突き出た特に堅固な
金具があつて、時にはこれに宝石などを嵌め込んであつたのを、訳文には古代
希臘の丸盾の同じ様な部分の名から考へついて臍（ほぞ）と名付けて置いた。
［…］」23 としている。坂は古代ギリシア語に通じていたから、ここで「古代希
臘の丸盾」が援用されるのは自然なことと言える。『日本国語大辞典』第 2 版
で示されている最も古い用例は 877 年のものである 24。

襖
この語は原文の blialt の訳として用いられている。『修訂版・大日本国語辞

典』では「襖」は「武官の制服」や「狩衣」とされている 25。坂は「なほ武具
を着けてゐない時の貴族の服装は［…］下着の襯衣の上に、襖（あを）と訳し
た衣を着、其上に厚い布或は毛皮の外套を背負ふ。［…］」26 としている。『日本
国語大辞典』第 2 版での最初の用例は 718 年のものであり、「臍」と同じく語
そのものの古さが注目される 27。

臣将
これは原文の per の訳だが、例外的に cumpaignuns の訳語として用いられる

こともある 28。坂は「十二臣将といふ訳名は、四天王などから考へついた洒落
だが、これはシャルル大王を基督に見立てた訳でもあるまいが、十二使徒に倣
つて、十二人の重臣をこれに与へた訳で、其名は第百七十七節に残らず出てゐ
る［…］」29 としている。坂が「洒落」というのは仏教の「十二神将」の音に合
わせていることを指しているのだろう。もちろん、この語は『修訂版・大日本
国語辞典』と『日本国語大辞典』第２版には独立した項目として存在しない 30。

23  『ロオランの歌：回教戦争』（アルス版）、前掲書、p. 223。
24  『日本国語大辞典』第 2 版、前掲書、第 12 巻、p. 104。
25  『修訂版・大日本国語辞典』、前掲書、第 1 巻、p. 157。
26  『ロオランの歌：回教戦争』（アルス版）、前掲書、p. 226.
27  『日本国語大辞典』第２版、前掲書、第 1 巻、p. 78。
28  図表 1 を参照。
29  『ロオランの歌：回教戦争』（アルス版）、前掲書、p. 226。
30  他方で「神将」は存在する（『日本国語大辞典』第2版、前掲書、第7巻、p. 623）。
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以上の例からまずわかることは、坂がかなり古い時代に由来する日本語の語
彙を用いることをためらわないことである。自ら「古い物語の調子に引摺られ
た」としているように、『ローランの歌』の作品内の時代（8 世紀）あるいは
作品成立の時代（11 世紀末ごろ）に合わせて、その時代に用いられていた日
本語の語彙を用いようとしたのかもしれない 31。他方で彼がギリシア文化や仏
教などの知識を用いつつ訳語を模索していることも注目される。

II　アルス版と河出書房版の訳文の相違
本稿の冒頭で述べたように、坂丈緒による『ローランの歌』日本語訳は二種

存在する。戦後になって河出書房版『世界文学全集』に坂訳の『ロオランの
歌』が収録されたからである（1952 年刊）。もちろんこの河出書房版ではアル
ス版にみられたプロパガンダ的な解説は全て姿を消している。他方で本文を検
討してみると、多少なりとも変更が行われた箇所は 300 以上にも及ぶ（その大
きなものを論文末尾の表２にまとめておいた）32。それらの変更を検討した結
果、とくに注目すべきと思われた点を以下に列挙する。

古フランス語原文への接近
アルス版と河出書房版のやや長めの相違を検討すると、河出書房版ではベ

ディエの校訂本で提示されている古フランス語のテクストに、訳文を近づけよ
うとする配慮がより強く見られるということがわかる。

「…」や「〔 〕」の使用
アルス版、河出書房版ともに日本語訳の底本としているのは、ジョゼフ・ベ

ディエによる校訂版である（1931 年に出版された第 92 版）33。ベディエの校訂
本文には写本上の欠落などを示す「…」が用いられているが、アルス版ではこれ
らの欠落などには訳文に反映されていない。坂によれば「ミュウラアの補正に従
つてレオン・クレダが刊行した本によつて話の筋の通るやうに直した」34 とのこ

31  同時に「鎖頭巾」にみられるように、初出の比較的新しいものもある。
32  この数は変更箇所の範囲をどのように定めるかによって増減がある。あくまで近
似的な数値として提示する。

33  Joseph Bédier (éd.), La Chanson de Roland, Paris, H. Piazza, 92e édition, 1931.
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とである。これに対して河出書房版の訳文ではクレダ版を参照したことへの言及
がなくなる一方、頻繁に現れる「…」によってベディエによる校訂本で示されて
いた写本での欠落などが明示されるようになる 35。また「〔 〕」の記号によって欠
落箇所になされた補足が明確にされている 36。総じて河出書房版は写本（あるい
はベディエの校訂本文）の状態をより直に示そうとしたといえる。

仮名遣いや漢字の使用の変化
アルス版の旧仮名遣いに対して河出書房版では新仮名遣いが採用されたこと

は勿論だが、漢字の使用もやや減っている（前述の「臍」も「ほぞ」とされて
いる）。「軍兵」が「武者」、「干戈を交えて」が「剣にかけて」など、時代がかっ
た言い回しもより平易なものとなり、句読点も増加している。他方で「夷狄」
のような強いコノテーションを持つ表現がそのままに保存された例もあり 37、
さらに「大司教」が「大僧正」になったりと、その変更の理由が一考に値する
と思われるものもある。先に検討した造語や既存の語の応用についてはとくに
変更はないが、河出書房版の解説ではこれらの試みについての言及はごく簡単
なものとなっている 38。

総じて、全体としてみれば訳文上の大きな変化はないものの、細部を検討す
ると河出書房版にはよりベディエの校訂本文、ひいてはそれが依拠している写
本の状態をより忠実に反映させようという意図が見られる。また仮名遣いや漢

34  『ロオランの歌』（河出書房版）、前掲書、p. 3.
35  表３を参照。この記号についての坂による解説については『ロオランの歌』（河
出書房版）、前掲書、p. 356 を参照。なおベディエの校訂本文に現れた「…」が
全て河出書房版に反映されているわけではないことも付記しておく。

36  これらの補足の典拠については稿を改めて検討したい。
37  この「夷狄」の使用については以下の拙稿を参照：Kuroiwa Taku, “The past as 
a place of cultural transfer and literary invention ―Notes on the presentation of the 
French medieval culture by Ban Takeo―”, The past as a source of imagination and 
inspiration, ed. by Kuroiwa Taku and Chiara Ramero, GPJS (Tohoku University)/
LITT&ARTS (Grenoble Alpes University), October 2021, pp. 15-24（Tohoku 
University Repository（TOUR）で公開：http://hdl.handle.net/10097/00133292）。

38  坂は武具等については本文中の挿絵を参照するように読者に求めている（『ロオ
ランの歌』（河出書房版）、前掲書、pp. 350-351）。ただしアルス版でも図像資料
は多数収録されている。
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字はより平易なものになっているが、彼自身による造語や既存の語の応用につ
いては愛着があったのか、大きく変化しているところはない。

III　佐藤輝夫訳・有永弘人訳における訳語の継承
ところで今日よく読まれている『ローランの歌』の日本語訳を世に送りだし

たのは佐藤輝夫と有永弘人だが 39、彼らが坂丈緒訳の存在を知っていたことは
明らかである 40。佐藤輝夫と有永弘人は先に検討したような坂による造語や既
存の語の応用に対して、どのような態度をとったのだろうか。以下にそれを検
討する（論文末尾の表 1 も参照）。

礼鎧（bronie）
佐藤、有永ともにこの造語はまったく継承していない。佐藤は「革鎧」（注

あり）、「鎧」、「物の具」、「鎖鎧」としている。これに対して有永は「板金鎧（い
たがねよろい）」とし注をつけている 41。

鎖鎧（osberc）
佐藤はこれを「鎖」、「鎖鎧」、「鎖帷子」としている。有永は「鎖鎧」、まれ

に「板金鎧」としている。坂の訳語がよく継承されているといえるだろう。

鎖頭巾（ventaille, cors, capelers）
この語も佐藤・有永ともに継承していない。前者は「目庇」、「兜下」（注あ

り）、「鎖の兜下」、「直垂」としており、後者は「頬隠し」、「頭巾」、「鎖の帽子」
としている。両者はともに原文における語の使い分けをより忠実に日本語訳に
反映させるべきと考えたのだろう。

39  『ローランの歌』佐藤輝夫訳、『世界文学大系』65 所収、筑摩書房、1962 および『ロ
ランの歌』有永弘人訳、岩波文庫、1965。

40  佐藤輝夫『仏蘭西中世「語りもの」文藝の研究』、白水社、1941、pp. 13-14 およ
び『ロランの歌』有永弘人訳、前掲書、p. 290。

41  ただしこの有永の「板金鎧」は今日では「ばんきんよろい」と読まれ、いわゆる
プレートアーマーを指すようである。日本語版Wikipediaの「プレートアーマー」
の項を参照（2023 年 1 月 17 日閲覧）。
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臍（boucle）
この語も佐藤と有永はあまり継承していない。佐藤は「尾鋲」とし初出で注

をつけているが、他の箇所では「ほぞ」や「刳型」ともしている。有永は「飾
り」ともするがほとんどの場合「丸鋲」としている。佐藤のケースに鑑みれば
まったく坂の訳が継承されていなかったわけでもないが、その度合いは極めて
低い。

襖（blialt）
この語も佐藤・有永ともに継承していない。佐藤は「着長（きせなが）」と

し、注をつけている。有永は「下衣（ブリオー）」としている。

臣将（per）
この語については佐藤と有永ではっきりと態度がわかれている。佐藤は原文

中の .XII. per については「十二人衆」としている。「戦友」としている例もあ
るが、それは坂が原文のcumpagnonを「臣将」としたケースである（273レッ
ス）。これに対して有永は「十二臣将」や「臣将十二人」といった語順の違い
はあっても、「臣将」を継承している。「戦友」とするのは佐藤と同様に273レッ
スの場合である。

総じてまず「礼鎧」、「襖」、「臍」はあまり継承されていないことが分かる。
語感が戦後の読者には受け入れられえないと判断されたのだろうか。また「鎖
頭巾」については、もともと原文の語がさまざまであることから、佐藤・有永
ともに訳しわけることを選んでいる。これに対し「鎖鎧」は佐藤訳・有永訳で
ほぼそのまま採用されている。また「臣将」についても佐藤訳では避けられて
いるが有永訳ではかなり忠実に採用されている。以上をまとめると、坂の採用
した語彙のなかで、語そのものが馴染みやすいもの（「鎖鎧」）や、漢字から対
象が想像しやすくかつ語呂がよいもの（「臣将」）は継承されやすかったといえ
るだろう。また有永訳の「板金鎧（いたがねよろい）」のように、語形成の仕
方が採用された例もある。

結論
以上、坂丈緒訳による二種の『ローランの歌』の訳文をその後の影響も含め
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て検討してきた。坂が苦心して考え出そうとした「中世フランスを表現する
ための日本語」は、さまざまな時代の日本語のみならず、古代ギリシア文化や
仏教からの発想を利用しながら編み出された。また 1941 年に出版された訳文
は戦後にいっそうの文献学的正確さを付与され、60 年代以降の日本語訳にも
程度の差はあれ継承された。その具体的な方法は、既存の語を組み合わせるこ
と、また既存の語に新しい用法を付与することであった。一言でいえば、東西
の文化を参照しつつ、既存の日本語の語彙を応用することで中世フランスの文
物を表現しようとしたのである。坂の言う「何れの時代にも存在しなかつたや
うな、かヽる奇妙な文体」とは、坂自身の和洋の文化についての広くかつ深い
教養を反映するものであり、種々の文化的伝統を綜合するものであったともい
えるだろう42。

 （東北大学大学院文学研究科准教授）

42  坂の訳にはその過渡期的な試みの故か、その後にあまり継承されなかった諸点も
ある。シャルルマーニュに対して天使がいわば目上の者に対するように語ること
がその一例である（179, 203, 261, 291 レッス）。これらについても他の機会に検
討を行いたい。
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こ
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に
恥

辱
を

与
へ
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ラ
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ス

に
恥
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を
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え
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Fr
an
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is 

m
ur

ru
nt
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 F
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e 
en

 e
rt 

hu
ni

e 
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四
頭

の
騾

馬
に

つ
け

る
荷

を
，

軽
々

と
運

ぶ
事

の
出

来
る

男
が

現

れ
た

．
 

四
頭

の
騾

馬
が

つ
け

る
よ

り
も

更
に

大
き

な
荷

を
，

軽
々

と
運

ぶ

男
が

現
れ

た
．

 

G
re

ig
no

r f
ai

s p
or

te
t p

ar
 g

iu
, q

ua
nt
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 s’

en
ve
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t, 
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nt
, q
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en
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悪
魔

の
国

と
言

い
習

は
す

と
い

ふ
．

 
魔

の
住

む
国

と
言

い
習

わ
す

．
 

D
ie

nt
 al

qu
an
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ue

 d
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 i 
m

ei
gn

en
t. 

表
２

  ア
ル
ス

版
と

河
出

書
房

版
の

間
の

差
が

大
き
い

箇
所

（「
｛

 ｝
」

は
ル

ビ
を

示
す

）
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人
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．
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で
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Sa
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殿
｛

し
ん

が
り

｝
の

勢
｛

せ
い

｝
は

思
ひ

通
り

に
は

な
ら

ぬ
ぞ

．
 

思
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ど
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り
に
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な

ら
ぬ

ぞ
．
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uv
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サ
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 d
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z, 
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s, 
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追
つ

て
論

人
｛

ろ
ん

に
ん

｝
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そ
の

方
等

に
下

げ
渡

す
で

あ
ら

う
 

ピ
ナ

ベ
ル

は
そ

の
方

ら
に

し
か

と
下

げ
渡

し
た

ぞ
 

Ço
 d

ist
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is 
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 E
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l v
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 re
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表表
３３

  
河河

出出
書書

房房
版版

にに
おお

けけ
るる

「「
……

」」
とと

「「〔〔
〕〕」」

（（「「
｛｛

｝｝」」
はは

ルル
ビビ

をを
示示

すす
））

  
こ

の
表

に
記

載
さ

れ
て

い
な

く
て

も
，

ベ
デ

ィ
エ

校
訂

で
「

…
」

な
ど

が
現

れ
る

こ
と

は
あ

る
．

  
レレ

ッッ
スス

アア
ルル

スス
版版

河河
出出

書書
房房

版版
  

ベベ
デデ

ィィ
エエ

校校
訂訂

（（
1199

3311
年年

，，
第第

9922
版版

））
おお
おお
よよ
そそ

のの
対対

応応
箇箇

所所
  

49
 

見
参

｛
け

ん
ざ

ん
｝

の
印

と
し

て
こ

れ
を

御
受

納
あ

つ
て

，
ロ

オ

ラ
ン

と
や

ら
を

 

…
…

ロ
オ

ラ
ン

侯
と

や
ら

を
 

« T
en

ez
 m

un
 h

el
m

e,
 u

nc
he

s m
ei

llo
r n

e 
vi

...
, 

Si
 n

os
 ai

de
z d

e 
Ro

lla
nt

 li
 m

ar
ch

is,
 

55
 

鎧
に

身
を

か
た

め
，

兜
を

戴
き

，
 

鎧
に

身
を

か
た

め
，

…
…

怠
り

な
く

，
兜

を
戴

き
，

 
H

al
be

rc
s v

es
tu

z e
t t

ré
s b

ie
n 

. .
 . 

. .
 

H
ea

lm
es

 la
ce

z e
 ce

in
te

s l
ur

 e
sp

ee
s, 

58
 

起
き

出
た

軍
兵

｛
ぐ

ん
ぴ

よ
う

｝
に

護
ら

れ
て

，
大

王
は

 
軍

兵
｛

ぐ
ん

ぴ
よ

う
｝

の
間

に
，

…
…

大
王

は
 

Pa
r m

i c
el

 h
os

t .
 . 

. .
 . 

. .
 . 

Li
 e

m
pe

re
re

s m
ul

t f
ie
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m

en
t c

he
va

lch
et

. 
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武
士

の
掟

に
従

つ
て

，
金

輪
際

卑
怯

の
振

舞
を

見
せ

ま
い

と
，

一

方
の

旗
頭

と
し

て
名

乗
を

上
げ

た
．

 

武
士

の
掟

に
従

っ
て

名
乗

り
を

上
げ

，
金

輪
際

卑
怯

の
振

舞
い

を

見
せ

ま
い

と
，

…
…

 

Ci
l a

d 
pa

rle
t a

 le
i d

e 
bo

n 
va

ss
al

 : 

Pu
r t

ut
 l’

or
 D

eu
 n

e v
ol

t e
st

re
 cu

ar
d.

...
. 

. .
 . 

. .
 . 

. .
 . 

. .
 . 

. .
 . 
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オ
リ

ヸ
エ

は
丘

の
頂

に
登

つ
て

，
 

オ
リ

ヴ
ィ

エ
は

丘
の

頭
に

…
…

 
O

liv
ie

r e
st

 d
es

ur
 u

n 
pu

i .
 . 

. .
 . 

. 
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8 

ボ
レ

ル
の

子
エ

ス
プ

リ
エ

リ
ス

と
い

ふ
者

は
，

ボ
ル

ド
オ

の
ア

ン

ジ
ェ

リ
エ

に
討

た
れ

，
 

〔
ボ

レ
ル

の
子

エ
ス

プ
リ

エ
リ

ス
と

い
う

者
は

，
ボ

ル
ド

オ
の

ア

ン
ジ

ェ
リ

エ
に

討
た

れ
〕，

 

Es
p.

..,
 ic

il 
fu

t f
ilz

...
 B

ur
de

l..
. 

. .
 . 

. .
 . 

. .
 . 

. .
 . 

. .
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永
ら

へ
る

身
 

…
…

永
ら

え
ぬ

身
 

Pa
r m

i l
e 

co
rp

s .
 . 

. .
 . 

. .
 . 

Se
m

pr
es

 m
ur

ra
i, 

m
ai

s c
he

r m
e 

su
is 

ve
nd

ut
. »

 

20
5 

両
の

御
腕

に
こ

れ
を

抱
か

せ
ら

れ
た

が
，

 
両

の
御

腕
に

〔
こ

れ
を

抱
か

せ
ら

れ
た

が
〕，

 
En

tre
 se

s m
ai

ns
 an

sd
ou

s..
. 

21
3 

運
ば

せ
よ

 
運

ば
せ

よ
…

…
 

« E
n 

.II
I. 

ca
re

tte
s l

es
 g

ui
ez

...
 » 

22
8 

こ
れ

を
プ

レ
シ

ユ
ウ

ズ
と

呼
び

，
 

〔
こ

れ
を

プ
レ

シ
ユ

ウ
ズ

と
呼

び
，〕

 
Pa

r l
a C

ar
lu

n 
du

nt
 il

 o
ït 

pa
rle

r 

. .
 . 

. .
 . 

. .
 . 

. .
 . 

. .
 

24
2 

神
は

シ
ャ

ル
ル

王
に

御
加

勢
あ

る
ぞ

．
 

こ
れ

こ
そ

…
…

者
共

を
討

つ
シ

ャ
ル

ル
王

の
義

戦
だ

．
 

Ca
rle

s a
d 

dr
ei

t v
er

s l
a g

en
t..

. 

24
4 

時
な

ら
ぬ

紅
｛

く
れ

な
ゐ

｝
に

も
み

ぢ
し

て
し

ま
つ

た
．

 
…

…
 

La
 v

eï
se

z l
a t

er
e 

si 
ju

nc
he

e 
! 

表
３

  河
出

書
房

版
に

お
け

る
「
…
」
と
「〔
 〕
」（

「｛
 ｝
」

は
ル

ビ
を

示
す

）
 

（
こ

の
表

に
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載
さ

れ
て

い
な

く
て

も
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ベ
デ

ィ
エ
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訂

で
「

…
」

な
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が
現

れ
る

こ
と

は
あ

る
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 d
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造
り
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せ
よ
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i d
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r f
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吾
が

家
来

共
の

並
み

居
る

前
で

，
御

身
の

所
領

と
し

て
取

ら
さ

う

故
，

降
参

し
て

東
国

へ
来

ら
る

ゝ
な

ら
ば

一
方

の
家

来
に

取
立

て

て
進

ぜ
よ

う
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家
来

に
な
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ら
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，〔
御

身
の

所
領

と
し

て
取
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そ

う
ゆ
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参

し
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国
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ら
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en
 m
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de
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や
が

て
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ボ
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.. 
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今
と
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つ

て
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貴
殿
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貴

殿
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ピ
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t f
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死
骸
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骸
を

…
…

し
て

，
 

E 
su

n 
co

rs
 m

et
re

...
.. 

28
5 

顔
を

斜
に

切
り

裂
き

，
 

顔
を

…
…

 
En

 m
i l

e 
vi

s..
...

 

29
0 

さ
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を
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…
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語
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Vocabulary inventions in Ban Takeo’s translations 
of The Song of Roland 

KUROIWA Taku

This paper aims to show how Ban Takeo, the first translator of The Song of Roland 
into Japanese, created new vocabulary and used existing Japanese words to describe 
the French Middle Ages in his translation. We also analyze to what extent these 
vocabulary coinages and innovations made by Ban were reused by the translators 
Sato Teruo and Arinaga Hiroto. 

Ban Takeo was born in an elite cultured family in Japan and was well-versed in 
French, Latin, and Ancient Greek. His translation of The Song of Roland, published 
in 1941, was meticulous. He coined new words to represent the equipment used 
by medieval European warriors, mobilizing his knowledge of traditional Japanese 
culture and European classics. For example, 礼鎧 , 鎖鎧 , 鎖頭巾 , 臍 , 襖 , 臣
将 are his coinages or demonstrate new use of existing Japanese words. Based on 
Joseph Bédier’s critical edition published in 1931, this translation was integrated 
into a collection of world literature in 1952. The second version of Ban’s translation 
contained many modifications compared to the wartime version, reflecting the text 
in the Oxford manuscript more loyally and using fewer kanji characters. Finally, 
Sato Teruo and Arinaga Hiroto, both experts of Medieval French literature, more or 
less adapted some of Ban’s vocabulary inventions in their translations of The Song of 
Roland, published in the 1960s, such as 鎖鎧 or 臣将 . 

In summary, Ban’s translation and vocabulary innovations are based on his 
formidable mastery of Japanese and Occidental cultures. His translation of The Song 
of Roland can be considered a synthesis of multiple cultural traditions.
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